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 農林水産省では，長期供用を経て変状が生じている農業水利施設に対し，機能診断を実施

し効率的かつ経済的に改修を行う，ストックマネジメント事業が実施されている．これまで

の機能診断では，構造機能を診断することが主体であり，水理および水利用にかかる機能診

断が十分に行われていない状況であった．その結果として，現地水路で必要水位を確保でき

ないような水理的な不具合が生じるなど，水理機能あるいは水利用機能にかかる問題が生じ

ている． 
以上のことから，本研究では，農業水利施設，主に開水路を対象とし，水理および水利用

に関する機能診断手法を検討することを目的とする．本研究では，1)摩耗が生じた水路の粗

度係数の評価手法，2)水路幅の縮小が生じた水路の損失係数の評価手法，3)水路壁面材料が

不連続に変化する水路の通水性の評価手法および 4)用水路位数を用いた水路ネットワーク

の評価手法について検討を行い，それぞれの評価手法の有効性を評価した．本研究で得られ

た成果は，以下のように要約される． 
1）湿潤および浸水状態で容易かつ省力的に粗度係数を決定する粗度係数評価板を用いた推

定手法を新たに提案した．自作した複数の評価板の中から，骨材の露出条件の異なる 4 枚

を選出し，現地水路の粗度係数を推定した．評価板とレーザー変位計による粗度係数の差

異は 0.001 であり，側壁および底版を含めたコンクリート面に対し，水分状態を問わず，

実務上精度よく評価できることがわかった． 
2）開水路漸縮部を対象に水理模型実験を実施し，漸縮部形状が漸縮係数 fqcに及ぼす影響を

評価した．漸縮部の縮小角度 θが 12.5°から 90°に大きくなるにつれて，fqcは増大した．ま

た，水路幅縮小比（水路幅変化部の下流水路幅 B2/上流水路幅 B1）が 0.5 から 0.7 に増大す

ると，fqcは減少した．水路改修を行う際，少なくとも B2/B1が 0.7 以上の場合には，fqc=0.1
程度を見込むことが適当である． 

3）一定区間毎に水路壁面材料が不連続に変化するコンクリート開水路（パッチ状の水路）

を対象に，通水性に関する水理機能を評価した．現地観測結果より，パッチ状の水路補修

が水位および流速に及ぼす影響は，各水路補修区間の中央では小さい．また，パッチ状の

水路補修が縦断水面形に及ぼす影響は，検討した水路壁面粗度，水路底高および水路幅の

3 要素の中で，水路底高の影響が最も大きいことを不等流計算によって明らかにした．こ

れら 3 要素を反映した診断項目と，これらの診断項目に対応する調査項目を新たに提案し

た． 
4）水路が有する基本的な機能の一つである分配機能に基づき，水路をネットワーク化する

ための手法を提案した．また，用水路ネットワークが持つ特徴の一つである階層性を客観

的に表示するための指標として，用水路位数を導入した．  
 


